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【背景】 

K-13-2のLCA手法概念を用いて、負荷算出を残渣有効利用にまで拡張し、CO2排出削減量、エネルギー 削減量等

の負荷量を算出した。 今回報告書（K-14-1）では、①廃プラスチックの有効利用による環境負荷（消費エネルギー、

ＣＯ２排出量）情報、②有効利用処理工程への廃プラ投入数量、③ 残渣の有効利用量、及びその経路等を把握する

ことが可能となった。 
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          【表】有効利用と残渣利用量 
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本 LCA 手法の詳細は、K-13-2 には LCA による評価手法技術が記載され、今回更に残渣の有効利用にまでシステ

ム拡張して算出したものがK-14-1である。２冊セット（基本技術（K-13-2）、応用展開（K-14-1）のセット購入を推薦。 

 

 


